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報告者：村井　純（環境情報学部教授兼政策･メディア研究科委員）
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政策・メディア研究科、課程博士候補、大川恵子君（2000年3月31日単位取得退学・在学時学籍番号897660088）の博士号取得に向けての最終審査に際し、博士号取得のための諸条件についてご報告いたします。

博士論文題目：
デジタルコミュニケーション基盤に基づいた次世代大学環境の構築

（1） 学科条件

· 条件１：外国語受験科目：「英語」1996年12月博士課程入試時合格。

· 条件２：技法受験科目：「メディア表現法」1997年11月の試験時合格。

· 条件３：新規授業科目企画書

1 メジャー科目：1998年5月提出の試験時合格。講義タイトル「インターネット概論」

2 マイナー科目：1998年11月提出の試験時合格。講義タイトル「社会と標準化」

· 条件４：教育体験：1998年度春学期「情報処理Is」（担当：環境情報学部教授 村井純）

（2） フォーマルプレゼンテーション

1999年6月16日　大学院セミナーにおいてフォーマルプレゼンテーションを行い合格。

（3） 公聴会における発表

2000年9月27日　大学院セミナーにおいて公聴会を行い合格。

（4） 論文
以下の通り、学会論文誌2本、国際会議発表論文1本以上があります。

学会論文誌

1. 大川恵子, 伊集院百合, 村井純, “School of Internet －インターネット上での「インターネット学科」の構築, ”情報処理学会論文誌, vol.40, no.10, pp3801-3810, Oct.1999.

2. 大川恵子, 泉山英孝, 加藤朗, 村井純, “解説 次世代インターネットを利用した高等教育環境の構築実験 - GIOSプロジェクト, ”情報処理, vol.42, no.1, pp51-57, Jan.2001. 
（本解説論文は同学会シンポジウム表彰論文に基づき、査読を経て採用された、直接に本研究に関する論文である）
国際会議発表論文
1. Keiko Okawa, Jun Murai, “School of Internet - A University on the Internet, ” INET98, July 1998.　(CDROMのため頁番号なし)

2. Keiko Okawa, Akira Kato, Jim Gast, Ray Atarashi, Yasuharu Toyabe, Larry H. Landweber, Jun Murai, “Global collaboration for the joint university course on the next generation Internet, ” INET2000, July 2000. (CDROMのため頁番号なし)

（5） 賞
1. 平成10年度情報処理学会モーバイルコンピューティング研究会優秀研究報告賞「School of Internet ―インターネット上でのインターネット学科の構築―」（1999年9月17日）

2. SFC STUDENT AWARD （2000年3月21日）

以上、課程博士の学位取得に必要な条件はすべて満たしていることをご報告いたします。
